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■研修会のお知らせ 
 下記の日程で、仙台研修会、東

京研修会を開催いたします。ふる

ってご参加ください。 
●実践性の高い食育教材とは 

講 師：足立 己幸 
高橋 千恵子 

日 時：2003 年 5 月 10 日(土) 
14：00～16：30 

会 場：宮城学院女子大学(仙台) 
●栄養・食教育の理論と実践 
講 師：足立 己幸 

武見 ゆかり 
日 時：2003 年 5 月 31 日(土) 

13：00～17：00 
会 場：東京女子医科大学(東京) 
＊詳細については、同封の別紙を

ご覧ください。 

■ホームページ開設！ 
ホームページを開設しました。 

http://home.att.ne.jp/omega/syok
useitai/ 

研修会の申し込みや、賛助会員

の申し込みも、このホームページ

からできます。新着情報を随時更

新していきますので、どうぞご活

用ください。 
 
■会費納入のお願い 
 郵便局口座開設の関係上、この

ニュースレターと一緒に、会費振

込用紙を同封することができま

せんでした。 
 恐れ入りますが、研修会に参加

される方については、研修会受付

にお持ちください。研修会に参加 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
されない方については、5 月末に

振込用紙をお送りしますので、ご

協力のほど、よろしくお願い申し

上げます。 
 正会員 年額 20,000 円、賛助会

員 年額 5,000 円、学生会員 年額

3,000 円となっております。 
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News Letter No.1 

■４/９、ＮＰＯ法人としてスタートしました！ 
待ちに待った「特定非営利活動法人 食生態学実践フォーラム」の認定書を東京都知事から交付されまし

た。A4 の紙 1 枚だけですが何トンにもまさるようなずっしりとした重みを感じ、感無量です。各人の力や

ハートを寄せ合ってすすめてきた、従来のグループ活動を踏み台にしつつも、これからは NPO 法人として

の社会的な責任を一つ一つ果たし、その社会的な関係を存分に活用し、さらに多くの地域、専門分野の人々

とのネットワークを育てながら、「人間らしい食」の実現を支える専門分野の人々やその活動を、高い学問

的根拠と豊かなハートで支えあっていきたいと、決意を新たにしています。 
法人申請の仕事は予想をはるかに越えた難関でした。事務的なことは勿論ですが、「なぜ NPO 法人にしな

ければならないか」「誰のために、何を、どのように進めるのか」「他にない特徴は何か」等々。活動の目的

そのものについて客観的に、適切に表現する必要があり、今まで曖昧なままに、やや感情レベルで、いわば

仲間用語で済ませていた重要な部分を、明確にしなければならなかったからです。人的にも経済的にも、持

続的にやっていけるかも含めての厳しい問いかけの連続でした。運営委員の数え切れないほどの話し合い、

それを見かねた家族や友人のアドバイス。委員たちのつたない文章のやり取りを、添削してくださったり、

必読の本を付箋付で紹介してくださることもしばしばでした。苦しい中、「大丈夫？ やめる方がいいので

は？」の声も出るほどでした。 
こんなときの最大の支えは、11 月 9 日の設立総会で会場にあふれるほどの参会者の方々の熱気と声援で

した。「今こそ食について正しい理解が必要なとき」「今までの学問的、実践的な蓄積をもっと多くの人と共

有しましょう」等の叱咤激励の声が、励ましてくれました。心から感謝申し上げます。 
イラクでの毎日の激戦の中、映像の表面にはあまり見えてきませんが、戦闘の各地で子どもたちや住民が

食事をする場所を失い、農場や牧場を失い、キャンプ等を求めての長い移動のなかで力尽きて生きる力を失

っていきます。国内でも受験戦争に追われる子どもたちの異常な食生態、体力低下や不安定な生活が明るみ

に出ています。「食生態学実践フォーラム」の仕事は目の前に、日ごとに山積量を増しています。 
一方私たち「食生態学実践フォーラム」のメンバーが実践母体になってすすめてきた「地域で支える児童

参加型食育プログラムの開発に関する研究」では、小学生の 2 泊 3 日の宿泊タイプ学習でも、2 時間 2 日間

の学童保育所タイプ学習でも、大賑わいのわくわく、たのしい学習成果をあげ、「またやりたい！」「おかあ

さんにも作ってあげた」の声があがりました。理論をふまえた、ハートいっぱいのチーム力の実践の可能性

を子どもたちが証明してくれるようで、うれしい限りです。 
今こそ、足元から世界中まで、人間らしい食、人権としての栄養学的に望ましい安全な食を実現できるよ

うに、「食生態学実践フォーラム」のチーム力を存分に発揮したいと思います。 

NPO 法人としての新たな出発を心から感謝して  理事長 足立 己幸 

 

 

 

 


